
第95E。数学孝女育三三践石汗究会資半斗 (2015/11/28於アステイ45ピル）

立命館慶祥中学校・高等学校時岡郁夫

tokioka@spc.ritsumei.ac.jp

1次不定方程式の解法について
1 解法例

数学のいずみのトップページの項目のプリント倉庫「1次不定方程式の整数解」を見た。別な解法を紹

介したい。

（解1）教科書の解法
1 2 1 1 1

題意より 52x+82y=2300
3｢可~｢IITIF｢元TII

簡単にすると 26x+41y=1150…① 3 8 11 15 26
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の整劉弊は, x=-ll×1150=-12650,y=7×1150=8050 となる。

従って，①のすべての解はx=41k-12650…⑧, y=-26k+8050…⑨(kは整数）

x>0,y>0であるから

x>0とおくと, k>塑型=308.5
41

y>0とおくと, k<且皿=309.6
26

よって, k=309
これを⑧，⑨に代入して

x=19,y=16…（答）

僻2） （解1）の点線で囲ってある部分を，次のとおり，計算することができる。

|26=a,41=bとおいて,上のユークリッドの互除法 1 2 1 1~~…~~~~~~~~~~~~…一~~~~~~~~~~~~~~~~~~~.~~.~~..~~~~…~~….~~~..~~~~~~~~.…~~..~~.~~~~~~.~...~…~.~~.…~.．…~~~~~~~i~~~|
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1

問題(A309)52円切手x枚と82円切手y枚を購入したら，代金が2,300円であった。x,yの値を求めよ。



1
と連分数展開されるとき，このαの〃次近似分数を旦旦とすると，αがα=α0+ 1

9〃
"1+ 1 .

α2＋－＋・・
a3

pi, p"_,_+1)EJ－－－－となる。（証明は参考文献[2]p304～参照）
9〃 9"-I 9"9"-1

（解4） 題意より 52x+82y=2300
簡単にすると 26x+41y=1150

-4'y+''50_26L2Jﾉ)+11J'+26.4ftf=-2y+44+xについて解くと x＝
26 26

LL土且＝た,嵯数) とおける。
26

yについて解くと ，=2‘肱‘-‘-1ﾙ2脆｜Ⅷ‘-6=2ﾙ!+4等‘…②11 11

4弩ﾃ且=剛整数) とおける。

lly+6
…①

26

応について解くと 町=型:土旦-4恥-ぬ+4+2=3い'十二坐竺…③4 4

-k2+2=k (整数）とおける。
4

A2について解くと k2＝－4k＋2

③より ル!=3L4k+2)+1+k=-11k+7
②より J'=2 11k+7)+(-4k+2)=-26k+16…④
①より x=-2 26k+16)+44+(-11k+7)､lk+19…⑤
x>0,y>0であるから

x>0とおくと, k>_L2
41

y>0とおくと, k<~Z
11

よってルーO

これを，⑤，④に代入してr=19,y=16…（答）
※この方法は，1組の整数解を求めないで，いきなりすべての整数解が求められる。
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2逆ピラミッド型の足し算パズル

(1)隣同士の数字の和を下に記入し，これを続けていく。最後の答を求めよ。

日日日日日日

□□□□□
□□□□
□□□
□□
□

(2)最後の答が123となるように，初めの1行目の6箇所の枠に，1～6までの数字を入れよ。

ただし，答は8通りあるが，1通りの答でよい。

□□□□□□

□□□□□

□□□□

□□□

□□
回

(3)最後の答が345となるように，初めの1行目の6箇所の枠に，1，2，4，8，16，32の6個

の数字を入れよ。

ただし，答は8通りあるが，1通りの答でよい。
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□□□□□□

□□□□□

□□□□

□□□

□□
回

※解答例は，参考文献［4］にある。

3その他

他にも1次不定方程式を利用できる問題がある。

α｡‘は整数で, ｡<:<'｡0<T:5<!を満たしている。

|芸-制の最小値と‘そのと…の値を求めよ。このとき，

(答)最小値赤(cI=22,6=31のとき）
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